
【会告】第 154回講習会「科学英語の書き方とプレゼンテーション」 

 

 

主催 日本機械学会東海支部 

共催 精密工学会東海支部 （予定） 

協賛 自動車技術会中部支部，計測自動制御学会中部支部，日本塑性加工学会東海支部， 

   日本設計工学会東海支部，愛知工研協会 （予定） 

 

開催日  2025 年 11 月 21日（金）13:00～17:00 

開催形式 オンライン Zoom（定員：100 名），オンライン録画配信（参加申込者のみ） 

     ※定員になり次第締め切ります． 

締切   2025 年 11 月 7 日（金） 

 

【趣旨】現在の日本において英語によるコミュニケーションは必須となっており，技術者にとって科学英語の表

現能力向上がますます必要となっています．本講習会では，英語論文執筆の基本，コミュニケーション能力向上

のための技術，さらに，英語が苦手な人でも AI ツールを活用することで高品質な英語プレゼンテーション資料

を作成する方法について講演していただきます． 

 また，講演のオンライン録画配信を行います．ご都合が悪く講習会当日に参加できなかった方にもぜひお勧め

します． 

 

【内容】 

＜講演１＞ 13:00～14:20 

「科学技術研究論文の書き方｣ （講演は英語，質疑は英語・日本語可） 

講師：名城大学 教授 ペトロス・アブラハ 

科学・技術研究論文を作成する際の一般的なルール，論文の構成と各構成要素の書き方について説明するととも

に投稿から掲載までのプロセス等についても紹介します． 

 

＜講演２＞ 14:30～15:30 

「英語コミュニケーション能力を高める実践的ツール」 （講演，質疑とも英語） 

講師：名古屋大学 テクニシャン（英文校正担当業務） ジェームス・カーリー 

異文化環境では，英語で情報やアイデアを伝えることは簡単ではありません．しかし，思考の整理，言葉の選び

方，視覚素材の活用，そして伝え方の工夫がうまく組み合わさることで，相手にとって意味深く，印象に残るコ

ミュニケーションが可能になります．本講義では，個人の会話，小規模なミーティング，あるいは大人数へのプ

レゼンテーションなど，さまざまな場面で役立つ実践的なツールを整理し，紹介します． 

 

 

＜講演３＞ 15:40～17:00  

「AI を駆使した英語プレゼンテーションスキルの自己学習法」 （講演は英語，質疑は英語・日本語可） 

講師：名古屋大学 講師 エマニュエル・レレイト 

プレゼンテーションの基本とテクニック（発表の心構え，明確な構成法，効果的なフレーズの活用），最新の AI

ツールを駆使したプレゼンテーション作成支援，オンラインツールを用いた参加者とのエンゲージメント促進方

法などについて，実践的なアプローチを用いて解説します． 

 



【参加費】 

正員/特別員/共催・協賛団体個人会員 8000 円（学生員/共催・協賛団体個人学生員 1000 円）， 

会員外 15000 円（一般学生 6000 円） 

 

【参考資料】 

コロナ社「科学英語の書き方とプレゼンテーション」 

販売予定（詳細は後日掲載） 

 

他，参加していただきました皆様全員に PDF形式の配布資料があります． 

 

【申込方法】 次のフォームから申込みください。 

 ＜申込フォーム＞ 

（ https://tokai2.jsme.or.jp/PaperMgr.cgi?Cmd=ActiveMeetingInfo&iTargetMID=0203 ） 

 

※参加費は web 決済システムにて承ります．  

なお，原則として，決済後はキャンセルのお申し出がありましても返金できませんのでご注意ください． 

※受講者が利用する接続端末，回線のトラブルで受講に支障をきたした場合には，本会では責任を負いかねます． 

 

【その他】 

講習画面の録画と録音，配布資料の二次使用は認められません． 

マイクは質問をする際に必要となります．ウェブカメラは必ずしも必要ありません． 

※詳細は，東海支部 HPをご覧ください． 

https://www.tokai.jsme.or.jp/ 

  

【問合せ先】 一般社団法人 日本機械学会 東海支部 

E-mail：tokaim@jsme.or.jp 


